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一

　
法
然
は
『
選
択
本
願
念
仏
集
』（
以
下
『
選
択
集
』
と
記
す
）
教
相
章
に
お
い
て
、

正
し
く
往
生
浄
土
を
明
す
の
教
と
い
ふ
は
、
三
経
一
論
是
れ
な
り
。
三
経
と
い
ふ
は
、
一
に
は
『
無
量
寿
経
』、
二
に
は
『
観
無
量

寿
経
』、
三
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
な
り
。
一
論
と
い
ふ
は
、
天
親
の
『
往
生
論
』
是
れ
な
り
。
或
は
此
の
三
経
を
指
し
て
浄
土
の
三

部
経
と
号
す
。（
中
略
）
今
は
唯
是
れ
弥
陀
の
三
部
な
り
。
故
に
浄
土
の
三
部
経
と
名
づ
く
る
な
り
。
弥
陀
の
三
部
と
い
ふ
は
、
是

れ
浄
土
の
正
依
経
な
り
。 

（
真
聖
全
一
・
九
三
一
頁
）

と
述
べ
、『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
を
「
浄
土
の
正
依
経
」
と
し
て
位
置
づ
け
る
。
こ
の
法
然
の
提
示
を
承
け
て
、

親
鸞
は
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
』（
以
下
『
教
行
信
証
』
と
記
す
）
の
全
体
を
『
無
量
寿
経
』
を
軸
と
し
て
展
開
し
、
浄
土
真
宗
を

開
顕
し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
「
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
序
」
に
続
い
て
置
か
れ
る
、

　
　
大
無
量
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真
実
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鸞
に
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2

　
　
顕
真
実
行
二

　
　
顕
真
実
信
三

　
　
顕
真
実
証
四

　
　
顕
真
仏
土
五

　
　
顕
化
身
土
六

と
い
う
総
標
と
標
列
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、『
観
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』
に
つ
い
て
は
、
標
列
に
「
顕
化

身
土
六
」
と
記
さ
れ
る
「
顕
浄
土
方
便
化
身
土
文
類
六
」
に
お
い
て
、そ
の
標
挙
に
「
無
量
寿
仏
観
経
之
意
」「
阿
弥
陀
経
之
意
」
と
示
し

て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
三
経
の
関
わ
り
を
「
浄
土
の
真
実
」
と
「
浄
土
の
方
便
」
と
い
う
関
わ
り
に
お
い
て
見
出
し
、『
観
無
量
寿
経
』

と
『
阿
弥
陀
経
』
の
教
説
を
『
無
量
寿
経
』
に
包
摂
し
て
と
ら
え
て
い
く
親
鸞
の
視
点
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
三
経
の
間
に
こ
の
よ
う
な
関
わ
り
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
何
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
の
か
を
考
え
る
時
、
そ
こ
に
ま
ず

指
摘
で
き
る
の
は
、
三
経
の
教
説
を
単
に
釈
迦
の
説
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
阿
弥
陀
と
釈
迦
の
二
尊
の
大
悲
の
呼
応
に
立
っ
て
三
経

の
教
説
を
領
受
し
よ
う
と
す
る
親
鸞
の
態
度
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
釈
迦
一
尊
教
と
し
て
の
仏
教
に
対
し
て
、
仏
教
を
弥
陀
・
釈
迦
二
尊
教

に
お
い
て
見
出
す
と
い
う
仏
教
観
が
あ
る
と
言
え
る
が
、
親
鸞
は
釈
迦
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
三
経
の
教
説
の
根
源
に
第
十
八
願
・
第
十

九
願
・
第
二
十
願
と
い
う
阿
弥
陀
の
本
願
を
見
出
す
こ
と
を
基
点
と
し
て
、
改
め
て
そ
こ
か
ら
「
顕
彰
隠
密
の
義
」
を
立
て
て
、
三
経
そ

れ
ぞ
れ
に
説
示
さ
れ
る
教
説
相
互
の
う
え
に
相
即
不
離
の
関
係
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
つ
時
、

親
鸞
に
お
い
て
、
衆
生
の
う
え
に
「
正
定
聚
之
機
」・「
邪
定
聚
之
機
」・「
不
定
聚
之
機
」
と
い
う
機
の
確
認
が
な
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

二
尊
の
大
悲
に
立
脚
す
る
人
間
観
の
開
示
と
し
て
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
に
「
難
思
議
往
生
」・「
双
樹
林
下

往
生
」・「
難
思
往
生
」
と
い
う
往
生
の
課
題
が
確
認
さ
れ
て
い
く
こ
と
も
、
二
尊
に
よ
る
大
悲
摂
取
・
大
悲
摂
化
の
事
実
を
衆
生
の
現
実

に
お
い
て
推
求
す
る
営
み
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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三
経
に
つ
い
て
、
本
願
・
教
―
機
・
往
生
と
い
う
視
点
を
軸
と
し
て
な
さ
れ
る
親
鸞
の
推
求
は
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
な
さ
れ
る

に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
生
涯
に
お
い
て
一
貫
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
例
え
ば
建
長
七
年
（
一
二
五
五
・
八
十
三
歳
）
の
『
三

経
往
生
文
類
』（
略
本
）
の
製
作
、
康
元
二
年
（
一
二
五
七
・
八
十
五
歳
）
に
『
三
経
往
生
文
類
』（
広
本
）
の
製
作
と
い
う
こ
と
に
明
ら
か

で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
『
教
行
信
証
』
や
『
三
経
往
生
文
類
』
に
展
開
さ
れ
る
親
鸞
の
三
経
観
を
尋
ね
る
に
先
だ
っ
て
、
改
め
て
そ
の
基
点

に
あ
る
法
然
に
よ
る
三
経
の
位
置
づ
け
を
『
選
択
集
』
に
確
認
す
る
と
と
も
に
、
親
鸞
の
『
観
阿
弥
陀
経
集
註
』
を
『
選
択
集
』
に
関
わ

る
も
の
と
し
て
と
ら
え
た
上
で
、
親
鸞
に
お
け
る
三
経
の
領
受
の
あ
り
方
を
見
て
い
こ
う
と
す
る
の
が
、
本
論
の
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

二

　
冒
頭
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
法
然
は
『
選
択
集
』
に
お
い
て
『
無
量
寿
経
』『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
を
「
浄
土
の
三
部
経
」
と
言

い
切
る
の
で
あ
る
が
、
法
然
に
先
立
っ
て
こ
の
三
経
に
着
目
し
た
の
は
曇
鸞
で
あ
る
。
曇
鸞
は
天
親
の
『
無
量
寿
経
優
婆
提
舎
願
生
偈
』

の
題
号
を
註
解
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
無
量
寿
」
は
是
れ
安
楽
浄
土
の
如
来
の
別
号
な
り
。
釈
迦
牟
尼
仏
、
王
舎
城
及
び
舎
衛
城
に
在
ま
し
て
大
衆
の
中
に
於
て
無
量
寿

仏
の
荘
厳
功
徳
を
説
き
た
ま
へ
り
。
即
ち
仏
の
名
号
を
以
て
経
の
体
と
す
。
後
の
聖
者
婆
藪
槃
頭
菩
薩
、
如
来
大
悲
の
教
を
服
膺
し

て
、
経
に
傍
へ
て
願
生
の
偈
を
作
れ
り
。 

（
真
聖
全
一
・
二
七
九
頁
）

　
曇
鸞
は
こ
こ
で
、
天
親
が
優
婆
提
舎
す
る
『
無
量
寿
経
』
に
つ
い
て
、
王
舎
城
所
説
の
『
無
量
寿
経
』
と
舎
衛
城
所
説
の
『
阿
弥
陀

経
』
を
重
ね
て
確
認
し
て
い
る
。
二
経
に
対
す
る
曇
鸞
の
こ
の
了
解
は
、「
仏
の
名
号
を
以
て
経
の
体
と
す
」
と
い
う
言
葉
に
示
さ
れ
る

よ
う
に
、
経
の
会
座
は
異
な
っ
て
も
、
そ
の
体
を
同
じ
く
す
る
と
い
う
確
認
の
も
と
に
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
曇
鸞
は
こ
の
確
認
の
も

と
に
、『
浄
土
論
註
』
巻
上
讃
嘆
門
釈
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
を
「
舎
衛
国
所
説
の
『
無
量
寿
経
』」
と
掲
げ
、『
論
註
』
巻
下
・
善
巧
摂
化
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4

章
に
は
『
無
量
寿
経
』
を
「
王
舎
城
所
説
の
『
無
量
寿
経
』」
と
掲
げ
て
い
る
。
両
経
を
と
も
に
『
無
量
寿
経
』
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

を
通
し
て
、
さ
ら
に
雨
功
徳
荘
厳
の
註
解
に
お
い
て
は
、『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
両
経
の
経
言
を
重
ね
て
合
わ
せ
て
取
意
し

「『
経
』
に
言
は
く
」
と
、
一
経
の
教
言
と
し
て
掲
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
曇
鸞
は
ま
た
『
論
註
』
巻
上
・
八
番
問
答
の
第
一
問
答
に
お
い
て
、

問
ふ
て
曰
は
く
。
天
親
菩
薩
、
回
向
の
章
の
中
に
「
普
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
」
と
言
へ
る
は
、
此
れ
は
何
等
の
衆
生
を
「
共
」
と

指
し
た
ま
ふ
や
。
答
へ
て
曰
は
く
。
王
舎
城
所
説
の
『
無
量
寿
経
』
を
案
ず
る
に
、「
仏
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
。
十
方
恒
沙
の
諸

仏
如
来
、
皆
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を
称
嘆
し
た
ま
ふ
。
諸
有
の
衆
生
、
其
れ
名
号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
せ
む

こ
と
乃
至
一
念
せ
む
、
至
心
回
向
し
た
ま
へ
り
、
彼
の
国
に
生
ま
れ
む
と
願
ず
れ
ば
即
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
む
と
。
唯
五

逆
と
誹
謗
正
法
を
除
く
」
と
。
此
れ
を
案
じ
て
言
は
く
、
一
切
外
道
凡
夫
人
、
皆
往
生
を
得
む
。
又
『
観
無
量
寿
経
』
の
如
き
は
九

品
の
往
生
有
り
。 

（
同
三
〇
七
頁
）

と
、『
願
生
偈
』
に
お
け
る
天
親
の
「
普
く
共
に
」
と
い
う
よ
び
か
け
が
、
ど
の
よ
う
な
衆
生
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の
か
を
確
認
す
る
。

そ
の
こ
と
を
通
し
て
、「
仏
の
名
号
」
を
体
と
す
る
経
の
機
を
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
示
さ
れ
る
九
品
の
上
に
確
か
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
曇
鸞
に
お
い
て
『
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』、
そ
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
の
上
に
、
経
教
と
し
て
の
「
仏
の
名

号
」
と
、
そ
の
機
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
通
し
て
、
天
親
の
『
浄
土
論
』
は
後
に
「
三
部
（
経
）
通
申
の
論
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
も
な
る
が
、
曇
鸞
の
三
経
に
対
す
る
視
点
を
直
接
に
引
き
継
ぐ
の
が
道
綽
の
『
安
楽
集
』
で
あ
る
。

　
『
無
量
寿
経
』
を
「
大
経
」
と
い
う
経
名
で
と
ら
え
る
こ
と
は
道
綽
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、『
安
楽
集
』
の
う
ち
に
掲
げ
ら
れ
る

経
名
を
確
認
し
て
い
く
時
、『
無
量
寿
経
』
を
「
無
量
寿
大
経
」「
大
経
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、

第
一
に
略
し
て
諸
の
大
乗
経
を
挙
げ
て
来
証
し
て
、
皆
勧
め
て
此
を
捨
て
ゝ
彼
を
悕
は
し
む
と
は
、
一
に
は
謂
く
耆
闍
崛
山
の
説
、

『
大
経
』
二
巻
。
二
に
は
『
観
経
』
一
部
、
王
宮
・
耆
闍
両
会
の
正
説
な
り
。
三
に
は
『
小
巻
無
量
寿
経
』
舎
衛
の
一
説
。
四
に
は

（

）
10

（

）
11

（

）
12

（

）
13

5

復
た
『
十
方
随
願
往
生
経
』
の
明
証
有
り
。
五
に
は
復
た
『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
二
巻
、
一
会
の
正
説
有
り
。
六
に
は
更
に
『
十

往
生
経
』
一
巻
有
り
。
諸
余
の
大
乗
経
論
に
も
指
讃
す
る
処
多
し
。『
請
観
音
』・『
大
品
経
』
等
の
如
し
。
又
、
龍
樹
・
天
親
等
の

論
の
如
き
、
歎
勧
、
一
に
非
ず
。
余
方
の
浄
土
は
、
皆
此
く
の
如
く
丁
寧
な
ら
ず
。 

（
同
四
三
〇
頁
）

と
い
う
第
八
大
門
の
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
阿
弥
陀
経
』
を
「
小
巻
無
量
寿
経
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
対
し
て
な
さ
れ
る
呼
称
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
両
経
に
対
す
る
こ
の
道
綽
の
位
置
づ
け
は
、
経
典
を
単
に
そ
の
分
量
に
お
い
て
区
分
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
者
を
「
耆
闍
崛
山
の
説
」、
後
者
を
「
舎
衛
の
一
説
」
と
示
す
よ
う
に
、
ま
た
第
九
大
門
に
は
『
阿
弥
陀
経
』

を
「
是
の
故
に
『
無
量
寿
経
』
に
云
く
」
と
掲
げ
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
曇
鸞
が
「
仏
の
名
号
を
以
て
体
と
す
」
と
い
う
点
に

確
認
し
た
両
経
の
関
係
を
ふ
ま
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、「
諸
の
大
乗
経
を
挙
げ
て
来
証
し
て
、
皆
勧
め
て
此
を
捨
て
ゝ
彼
を

悕
は
し
む
」
と
い
う
、『
安
楽
集
』
に
お
け
る
道
綽
自
身
の
主
題
に
基
づ
い
て
、
両
経
を
他
の
大
乗
経
と
の
関
わ
り
の
中
で
位
置
づ
け
る

も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
に
も
ま
し
て
三
経
に
対
す
る
道
綽
の
了
解
に
お
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
を
『
観

無
量
寿
経
』
の
下
品
下
生
の
教
説
と
重
ね
て
確
認
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
綽
は
『
安
楽
集
』
第
三
大
門
に
、
聖
道
門
と
往
生

浄
土
門
の
二
門
を
確
認
し
、

当
今
は
末
法
に
し
て
、
現
に
是
れ
五
濁
悪
世
な
り
、
唯
浄
土
の
一
門
有
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
。 

（
同
四
一
〇
頁
）

と
、
浄
土
門
に
立
つ
と
い
う
決
判
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
釈
迦
が
開
示
す
る
阿
弥
陀
の
本
願
を
、
次
の
よ
う
に
掲
げ

て
い
く
。

是
の
故
に
『
大
経
』
に
云
く
。「
若
し
衆
生
有
り
て
縦
令
ひ
一
生
悪
を
造
れ
ど
も
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
十
念
相
続
し
て
我
が
名
字

を
称
せ
ん
に
、
若
し
生
れ
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。 

（
同
四
一
〇
頁
）

（

）
14



4

章
に
は
『
無
量
寿
経
』
を
「
王
舎
城
所
説
の
『
無
量
寿
経
』」
と
掲
げ
て
い
る
。
両
経
を
と
も
に
『
無
量
寿
経
』
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

を
通
し
て
、
さ
ら
に
雨
功
徳
荘
厳
の
註
解
に
お
い
て
は
、『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
両
経
の
経
言
を
重
ね
て
合
わ
せ
て
取
意
し

「『
経
』
に
言
は
く
」
と
、
一
経
の
教
言
と
し
て
掲
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
曇
鸞
は
ま
た
『
論
註
』
巻
上
・
八
番
問
答
の
第
一
問
答
に
お
い
て
、

問
ふ
て
曰
は
く
。
天
親
菩
薩
、
回
向
の
章
の
中
に
「
普
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
」
と
言
へ
る
は
、
此
れ
は
何
等
の
衆
生
を
「
共
」
と

指
し
た
ま
ふ
や
。
答
へ
て
曰
は
く
。
王
舎
城
所
説
の
『
無
量
寿
経
』
を
案
ず
る
に
、「
仏
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
。
十
方
恒
沙
の
諸

仏
如
来
、
皆
共
に
無
量
寿
仏
の
威
神
功
徳
不
可
思
議
な
る
を
称
嘆
し
た
ま
ふ
。
諸
有
の
衆
生
、
其
れ
名
号
を
聞
き
て
信
心
歓
喜
せ
む

こ
と
乃
至
一
念
せ
む
、
至
心
回
向
し
た
ま
へ
り
、
彼
の
国
に
生
ま
れ
む
と
願
ず
れ
ば
即
ち
往
生
を
得
、
不
退
転
に
住
せ
む
と
。
唯
五

逆
と
誹
謗
正
法
を
除
く
」
と
。
此
れ
を
案
じ
て
言
は
く
、
一
切
外
道
凡
夫
人
、
皆
往
生
を
得
む
。
又
『
観
無
量
寿
経
』
の
如
き
は
九

品
の
往
生
有
り
。 

（
同
三
〇
七
頁
）

と
、『
願
生
偈
』
に
お
け
る
天
親
の
「
普
く
共
に
」
と
い
う
よ
び
か
け
が
、
ど
の
よ
う
な
衆
生
に
対
し
て
な
さ
れ
た
の
か
を
確
認
す
る
。

そ
の
こ
と
を
通
し
て
、「
仏
の
名
号
」
を
体
と
す
る
経
の
機
を
『
観
無
量
寿
経
』
に
説
示
さ
れ
る
九
品
の
上
に
確
か
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
曇
鸞
に
お
い
て
『
無
量
寿
経
』
と
『
阿
弥
陀
経
』、
そ
し
て
『
観
無
量
寿
経
』
の
上
に
、
経
教
と
し
て
の
「
仏
の
名

号
」
と
、
そ
の
機
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
を
通
し
て
、
天
親
の
『
浄
土
論
』
は
後
に
「
三
部
（
経
）
通
申
の
論
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
く
こ
と
に
も
な
る
が
、
曇
鸞
の
三
経
に
対
す
る
視
点
を
直
接
に
引
き
継
ぐ
の
が
道
綽
の
『
安
楽
集
』
で
あ
る
。

　
『
無
量
寿
経
』
を
「
大
経
」
と
い
う
経
名
で
と
ら
え
る
こ
と
は
道
綽
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、『
安
楽
集
』
の
う
ち
に
掲
げ
ら
れ
る

経
名
を
確
認
し
て
い
く
時
、『
無
量
寿
経
』
を
「
無
量
寿
大
経
」「
大
経
」
と
呼
称
す
る
こ
と
は
、

第
一
に
略
し
て
諸
の
大
乗
経
を
挙
げ
て
来
証
し
て
、
皆
勧
め
て
此
を
捨
て
ゝ
彼
を
悕
は
し
む
と
は
、
一
に
は
謂
く
耆
闍
崛
山
の
説
、

『
大
経
』
二
巻
。
二
に
は
『
観
経
』
一
部
、
王
宮
・
耆
闍
両
会
の
正
説
な
り
。
三
に
は
『
小
巻
無
量
寿
経
』
舎
衛
の
一
説
。
四
に
は

（

）
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（

）
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（

）
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5

復
た
『
十
方
随
願
往
生
経
』
の
明
証
有
り
。
五
に
は
復
た
『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
二
巻
、
一
会
の
正
説
有
り
。
六
に
は
更
に
『
十

往
生
経
』
一
巻
有
り
。
諸
余
の
大
乗
経
論
に
も
指
讃
す
る
処
多
し
。『
請
観
音
』・『
大
品
経
』
等
の
如
し
。
又
、
龍
樹
・
天
親
等
の

論
の
如
き
、
歎
勧
、
一
に
非
ず
。
余
方
の
浄
土
は
、
皆
此
く
の
如
く
丁
寧
な
ら
ず
。 

（
同
四
三
〇
頁
）

と
い
う
第
八
大
門
の
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、『
阿
弥
陀
経
』
を
「
小
巻
無
量
寿
経
」
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
対
し
て
な
さ
れ
る
呼
称
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
し
か
し
、『
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
両
経
に
対
す
る
こ
の
道
綽
の
位
置
づ
け
は
、
経
典
を
単
に
そ
の
分
量
に
お
い
て
区
分
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
は
な
い
。
前
者
を
「
耆
闍
崛
山
の
説
」、
後
者
を
「
舎
衛
の
一
説
」
と
示
す
よ
う
に
、
ま
た
第
九
大
門
に
は
『
阿
弥
陀
経
』

を
「
是
の
故
に
『
無
量
寿
経
』
に
云
く
」
と
掲
げ
る
こ
と
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
曇
鸞
が
「
仏
の
名
号
を
以
て
体
と
す
」
と
い
う
点
に

確
認
し
た
両
経
の
関
係
を
ふ
ま
え
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、「
諸
の
大
乗
経
を
挙
げ
て
来
証
し
て
、
皆
勧
め
て
此
を
捨
て
ゝ
彼
を

悕
は
し
む
」
と
い
う
、『
安
楽
集
』
に
お
け
る
道
綽
自
身
の
主
題
に
基
づ
い
て
、
両
経
を
他
の
大
乗
経
と
の
関
わ
り
の
中
で
位
置
づ
け
る

も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
れ
ら
に
も
ま
し
て
三
経
に
対
す
る
道
綽
の
了
解
に
お
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、『
無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
を
『
観

無
量
寿
経
』
の
下
品
下
生
の
教
説
と
重
ね
て
確
認
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
道
綽
は
『
安
楽
集
』
第
三
大
門
に
、
聖
道
門
と
往
生

浄
土
門
の
二
門
を
確
認
し
、

当
今
は
末
法
に
し
て
、
現
に
是
れ
五
濁
悪
世
な
り
、
唯
浄
土
の
一
門
有
り
て
通
入
す
べ
き
路
な
り
。 

（
同
四
一
〇
頁
）

と
、
浄
土
門
に
立
つ
と
い
う
決
判
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
の
根
拠
と
し
て
、
釈
迦
が
開
示
す
る
阿
弥
陀
の
本
願
を
、
次
の
よ
う
に
掲
げ

て
い
く
。

是
の
故
に
『
大
経
』
に
云
く
。「
若
し
衆
生
有
り
て
縦
令
ひ
一
生
悪
を
造
れ
ど
も
、
命
終
の
時
に
臨
み
て
十
念
相
続
し
て
我
が
名
字

を
称
せ
ん
に
、
若
し
生
れ
ず
は
正
覚
を
取
ら
じ
」
と
。 

（
同
四
一
〇
頁
）

（

）
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6

こ
こ
に
は
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
に
「
十
方
衆
生
」
と
よ
び
か
け
ら
れ
る
者
が
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
に
「
不
善
業
た
る
五
逆

十
悪
を
作
る
」
衆
生
、「
諸
の
不
善
を
具
せ
る
」「
愚
人
」、
す
な
わ
ち
「
一
生
造
悪
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
綽

の
確
認
は
、
先
に
触
れ
た
『
浄
土
論
註
』
八
番
問
答
に
お
け
る
曇
鸞
の
確
認
と
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
は
そ
の
確
認

に
末
法
五
濁
と
い
う
「
時
」
を
も
ふ
ま
え
て
依
る
べ
き
教
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
曇
鸞
か
ら
道
綽
に
至
る
三
経
の
確
認
に
よ
っ
て
、「
浄
土
の
正
依
経
」
と
し
て
あ
る
三
経
相
互
の
教
説
の
関
わ
り
が
浮
か
び

上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
一
方
に
は
ま
た
そ
れ
と
比
例
し
て
、
三
経
を
他
の
諸
経
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
と
ら
え
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
課
題
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
は
先
に
引
用
し
た
『
安
楽
集
』
の
第
八
大
門
に
お
い
て
道

綽
が
「
諸
の
大
乗
経
を
挙
げ
て
来
証
し
て
、
皆
勧
め
て
此
を
捨
て
ゝ
彼
を
悕
は
し
む
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
も
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
例
え
ば
「
諸
教
の
讃
ず
る
所
、
多
く
弥
陀
に
在
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
あ
る
い
は
浄
土
に
関
わ
る
内
容
を
諸
経
論
疏
の

中
に
尋
ね
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
膨
大
な
も
の
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
ら
の
多
く
の
文
言
の
い
ず
れ

に
依
っ
て
立
つ
か
は
、
各
人
各
人
に
委
ね
ら
れ
た
事
柄
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
も
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
仏
教

の
歴
史
に
お
い
て
、
浄
土
教
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
、
寓
宗
と
い
う
域
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
こ

と
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
確
認
し
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
教
説
を
受
け
と
め
る
自
己
を
ど
の
よ
う
な

「
機
」
と
し
て
確
か
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
ど
れ
ほ
ど
教
説
に
依
る
と
主
張
し

た
に
せ
よ
、
所
詮
そ
れ
は
自
己
の
論
理
の
範
疇
か
、
あ
る
い
は
自
ら
の
恣
意
に
お
い
て
な
さ
れ
る
判
断
と
い
う
こ
と
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ

と
に
も
な
ろ
う
。

　
曇
鸞
は
自
ら
の
回
心
を
通
し
て
「
五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
」
と
い
う
現
実
に
立
っ
て
本
願
の
機
を
確
認
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
曇

鸞
を
指
南
と
し
て
、
道
綽
は
、
聖
道
・
浄
土
の
二
門
を
も
っ
て
仏
教
を
確
認
し
、「
当
今
は
末
法
に
し
て
、
現
に
是
れ
五
濁
悪
世
な
り
」

と
い
う
決
判
の
も
と
に
、「
一
切
衆
生
、
都
て
自
ら
量
ら
ず
」、「
若
し
起
悪
造
罪
を
論
ぜ
ば
、
何
ぞ
暴
風
駛
に
異
な
ら
ん
」、「
何
ぞ
思
量

（

）
15

7

せ
ず
し
て
都
て
去
く
心
無
き
や
」
と
喚
起
す
る
。
こ
の
道
綽
に
よ
る
仏
道
の
決
判
を
根
拠
と
し
て
、
法
然
は
『
選
択
集
』
教
相
章
に
お
い

て
、「
聖
道
を
捨
て
て
、
正
し
く
浄
土
に
帰
す
」
と
、
浄
土
宗
と
い
う
仏
教
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
れ
は
教
と
機
と
の
相
応
の
課

題
を
も
ま
た
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
法
然
に
お
け
る
浄
土
宗
独
立
の
背
景
を
こ
の
よ
う
に
確
認
し
た
う
え
で
、「
浄
土
の
三
部
経
」、「
浄
土
の
正
依
経
」
を
位
置
づ
け
る
、

初
に
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
す
の
教
と
い
ふ
は
、
三
経
一
論
是
れ
な
り
。
三
経
と
い
ふ
は
、
一
に
は
『
無
量
寿
経
』、
二
に
は
『
観

無
量
寿
経
』、
三
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
な
り
。
一
論
と
い
ふ
は
、
天
親
の
『
往
生
論
』
是
れ
な
り
。 

（
同
九
三
一
頁
）

と
い
う
文
を
再
度
見
る
時
、
法
然
は
「
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
の
教0

」
を
単
に
「
三
経
」
と
示
す
の
で
は
な
く
、「
三
経
一
論
」
と

示
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
特
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。「
三
経
一
論
」
と
い
う
言
葉
は
、「
三
経
」
の
一
経
一
経
と
、「
一
論
」
と

を
平
板
に
羅
列
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
、「
一
論
」
た
る
『
往
生
論
』
の
冒
頭
の
、

世
尊
、
我
一
心
に
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
て
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず

我
、
修
多
羅
真
実
功
徳
相
に
依
り
て
、
願
偈
を
説
き
て
総
持
し
て
、
仏
教
と
相
応
せ
む 

（
同
二
六
九
頁
）

と
い
う
天
親
の
表
白
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、「
三
経
」
と
「
一
論
」
と
の
間
に
、
機
教
の
相
応
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
典
が

が
教
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
経
典
の
う
え
に
教
を
仰
い
で
い
く
こ
と
は
、
機
に
お
け
る
問

題
と
し
て
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
経
言
」
は
、
そ
れ
を
領
受
す
る
機
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
「
教
言
」
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
そ
の
は

た
ら
き
を
全
現
す
る
と
言
え
よ
う
。
法
然
が
「
三
経
・
一
論
」
に
確
認
す
る
の
は
、
そ
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

　
法
然
は
第
十
六
・
慇
懃
章
私
釈
に
、

　
　
凡
そ
三
経
の
意
を
案
ず
る
に
、
諸
行
の
中
に
、
念
仏
を
選
択
し
て
、
以
て
旨
帰
と
為
す
。 

（
同
九
八
八
頁
）

（

）
16

（

）
17

（

）
18
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こ
こ
に
は
『
無
量
寿
経
』
第
十
八
願
に
「
十
方
衆
生
」
と
よ
び
か
け
ら
れ
る
者
が
、『
観
無
量
寿
経
』
下
品
下
生
に
「
不
善
業
た
る
五
逆

十
悪
を
作
る
」
衆
生
、「
諸
の
不
善
を
具
せ
る
」「
愚
人
」、
す
な
わ
ち
「
一
生
造
悪
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
綽

の
確
認
は
、
先
に
触
れ
た
『
浄
土
論
註
』
八
番
問
答
に
お
け
る
曇
鸞
の
確
認
と
軌
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
さ
ら
に
は
そ
の
確
認

に
末
法
五
濁
と
い
う
「
時
」
を
も
ふ
ま
え
て
依
る
べ
き
教
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
曇
鸞
か
ら
道
綽
に
至
る
三
経
の
確
認
に
よ
っ
て
、「
浄
土
の
正
依
経
」
と
し
て
あ
る
三
経
相
互
の
教
説
の
関
わ
り
が
浮
か
び

上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
一
方
に
は
ま
た
そ
れ
と
比
例
し
て
、
三
経
を
他
の
諸
経
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ

け
、
と
ら
え
て
い
く
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
課
題
に
な
っ
て
い
く
。
そ
の
こ
と
は
先
に
引
用
し
た
『
安
楽
集
』
の
第
八
大
門
に
お
い
て
道

綽
が
「
諸
の
大
乗
経
を
挙
げ
て
来
証
し
て
、
皆
勧
め
て
此
を
捨
て
ゝ
彼
を
悕
は
し
む
」
と
述
べ
る
と
こ
ろ
に
も
窺
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
例
え
ば
「
諸
教
の
讃
ず
る
所
、
多
く
弥
陀
に
在
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
あ
る
い
は
浄
土
に
関
わ
る
内
容
を
諸
経
論
疏
の

中
に
尋
ね
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
膨
大
な
も
の
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
そ
れ
ら
の
多
く
の
文
言
の
い
ず
れ

に
依
っ
て
立
つ
か
は
、
各
人
各
人
に
委
ね
ら
れ
た
事
柄
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
の
も
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
仏
教

の
歴
史
に
お
い
て
、
浄
土
教
に
対
す
る
位
置
づ
け
が
、
寓
宗
と
い
う
域
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
こ

と
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
確
認
し
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
教
説
を
受
け
と
め
る
自
己
を
ど
の
よ
う
な

「
機
」
と
し
て
確
か
め
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
点
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
ど
れ
ほ
ど
教
説
に
依
る
と
主
張
し

た
に
せ
よ
、
所
詮
そ
れ
は
自
己
の
論
理
の
範
疇
か
、
あ
る
い
は
自
ら
の
恣
意
に
お
い
て
な
さ
れ
る
判
断
と
い
う
こ
と
に
し
か
す
ぎ
な
い
こ

と
に
も
な
ろ
う
。

　
曇
鸞
は
自
ら
の
回
心
を
通
し
て
「
五
濁
の
世
、
無
仏
の
時
」
と
い
う
現
実
に
立
っ
て
本
願
の
機
を
確
認
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
曇

鸞
を
指
南
と
し
て
、
道
綽
は
、
聖
道
・
浄
土
の
二
門
を
も
っ
て
仏
教
を
確
認
し
、「
当
今
は
末
法
に
し
て
、
現
に
是
れ
五
濁
悪
世
な
り
」

と
い
う
決
判
の
も
と
に
、「
一
切
衆
生
、
都
て
自
ら
量
ら
ず
」、「
若
し
起
悪
造
罪
を
論
ぜ
ば
、
何
ぞ
暴
風
駛
に
異
な
ら
ん
」、「
何
ぞ
思
量

（

）
15

7

せ
ず
し
て
都
て
去
く
心
無
き
や
」
と
喚
起
す
る
。
こ
の
道
綽
に
よ
る
仏
道
の
決
判
を
根
拠
と
し
て
、
法
然
は
『
選
択
集
』
教
相
章
に
お
い

て
、「
聖
道
を
捨
て
て
、
正
し
く
浄
土
に
帰
す
」
と
、
浄
土
宗
と
い
う
仏
教
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
そ
れ
は
教
と
機
と
の
相
応
の
課

題
を
も
ま
た
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
法
然
に
お
け
る
浄
土
宗
独
立
の
背
景
を
こ
の
よ
う
に
確
認
し
た
う
え
で
、「
浄
土
の
三
部
経
」、「
浄
土
の
正
依
経
」
を
位
置
づ
け
る
、

初
に
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
す
の
教
と
い
ふ
は
、
三
経
一
論
是
れ
な
り
。
三
経
と
い
ふ
は
、
一
に
は
『
無
量
寿
経
』、
二
に
は
『
観

無
量
寿
経
』、
三
に
は
『
阿
弥
陀
経
』
な
り
。
一
論
と
い
ふ
は
、
天
親
の
『
往
生
論
』
是
れ
な
り
。 

（
同
九
三
一
頁
）

と
い
う
文
を
再
度
見
る
時
、
法
然
は
「
正
し
く
往
生
浄
土
を
明
か
す
の
教0

」
を
単
に
「
三
経
」
と
示
す
の
で
は
な
く
、「
三
経
一
論
」
と

示
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
特
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
ろ
う
。「
三
経
一
論
」
と
い
う
言
葉
は
、「
三
経
」
の
一
経
一
経
と
、「
一
論
」
と

を
平
板
に
羅
列
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
、「
一
論
」
た
る
『
往
生
論
』
の
冒
頭
の
、

世
尊
、
我
一
心
に
尽
十
方
無
碍
光
如
来
に
帰
命
し
て
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
と
願
ず

我
、
修
多
羅
真
実
功
徳
相
に
依
り
て
、
願
偈
を
説
き
て
総
持
し
て
、
仏
教
と
相
応
せ
む 

（
同
二
六
九
頁
）

と
い
う
天
親
の
表
白
が
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
、「
三
経
」
と
「
一
論
」
と
の
間
に
、
機
教
の
相
応
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
経
典
が

が
教
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
経
典
の
う
え
に
教
を
仰
い
で
い
く
こ
と
は
、
機
に
お
け
る
問

題
と
し
て
あ
る
。
そ
の
意
味
で
「
経
言
」
は
、
そ
れ
を
領
受
す
る
機
を
ま
っ
て
は
じ
め
て
「
教
言
」
と
な
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
そ
の
は

た
ら
き
を
全
現
す
る
と
言
え
よ
う
。
法
然
が
「
三
経
・
一
論
」
に
確
認
す
る
の
は
、
そ
の
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三

　
法
然
は
第
十
六
・
慇
懃
章
私
釈
に
、

　
　
凡
そ
三
経
の
意
を
案
ず
る
に
、
諸
行
の
中
に
、
念
仏
を
選
択
し
て
、
以
て
旨
帰
と
為
す
。 

（
同
九
八
八
頁
）

（

）
16

（

）
17

（

）
18
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と
、
三
経
の
「
旨
帰
」
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
経
に
「
選
択
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、

　
　
『
無
量
寿
経
』
…
（
一
）
選
択
本
願
・（
二
）
選
択
讃
嘆
・（
三
）
選
択
留
教

　
　
『
観
経
』
　
　
…
（
四
）
選
択
摂
取
・（
五
）
選
択
化
讃
・（
六
）
選
択
付
属

　
　
『
阿
弥
陀
経
』
…
（
七
）
選
択
証
誠

と
い
う
七
つ
の
選
択
を
確
認
し
、
併
せ
て
『
般
舟
三
昧
経
』
に
よ
る
「
選
択
我
名
」
を
加
え
て
八
つ
の
選
択
を
示
す
。
ま
た
、
三
経
に
示

さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
は
、

　
　
弥
陀
選
択
…
（
一
）（
四
）（
八
）（
五
）

　
　
釈
迦
選
択
…
（
二
）（
三
）（
六
）

　
　
諸
仏
選
択
…
（
七
）

と
、
弥
陀
・
釈
迦
・
諸
仏
の
選
択
と
し
て
確
認
さ
れ
、
以
上
を
結
ん
で
、

然
れ
ば
則
ち
釈
迦
・
弥
陀
及
び
十
方
の
各
お
の
恒
沙
等
の
諸
仏
、
同
心
に
念
仏
の
一
行
を
選
択
し
た
ま
へ
り
。
余
行
は
爾
ら
ず
。
故

に
知
ん
ぬ
、
三
経
共
に
念
仏
を
選
び
て
以
て
宗
致
と
為
す
な
ら
く
の
み
。 

（
同
九
八
九
頁
）

と
三
経
の
「
宗
致
」
が
「
念
仏
を
選
」
ぶ
こ
と
に
あ
る
と
確
か
め
て
い
る
。

　
三
経
の
「
宗
致
」
が
念
仏
の
選
択
に
あ
る
と
い
う
こ
の
確
認
は
、
三
経
に
お
け
る
七
つ
の
選
択
の
根
本
が
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
『
無
量
寿

経
』
の
選
択
本
願
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
視
点
か
ら
「
浄
土
の
三
部
経
」
を
全
十
六
章
に
配
当
し
て
構
成
さ

れ
る
『
選
択
集
』
全
体
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、『
選
択
集
』
の
根
本
は
選
択
本
願
を
明
ら
か
に
す
る
本
願
章
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
選
択
本
願
を
説
く
『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
二
経
を
包
摂
し
て
と
ら
え
る
『
選
択
集
』
一
部

の
意
図
を
確
認
で
き
よ
う
。

　
法
然
は
、「
弥
陀
如
来
、
余
行
を
以
て
往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
は
ず
、
唯
念
仏
を
以
て
往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
へ
る
」
こ
と
を
明
ら

（

）
19
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か
に
す
る
本
願
章
に
お
い
て
、『
無
量
寿
経
』
に
「
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
妙
土
清
浄
の
行
を
摂
取
す
」
と
示
さ
れ
る
「
摂
取
」
と
い
う

言
葉
を
、
異
訳
の
『
大
阿
弥
陀
経
』・『
平
等
覚
経
』
に
示
さ
れ
る
「
選
択
」
に
よ
っ
て
確
認
し
て
、

選
択
と
い
ふ
は
、
即
ち
是
れ
取
捨
の
義
な
り
。
謂
は
く
、
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
浄
土
の
中
に
於
て
、
人
天
の
悪
を
捨
て
、
人
天
の

善
を
取
り
、
国
土
の
醜
を
捨
て
ゝ
、
国
土
の
好
を
取
る
な
り
。『
大
阿
弥
陀
経
』
の
選
択
の
義
、
是
く
の
如
し
。『
双
卷
経
』
の
意
、

亦
選
択
の
義
有
り
。
謂
く
「
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
妙
土
清
浄
の
行
を
摂
取
す
」
と
云
へ
る
是
れ
な
り
。
選
択
と
摂
取
と
、
其
の
言

異
な
り
と
雖
も
、
其
の
意
、
是
れ
同
じ
。
然
れ
ば
不
清
浄
の
行
を
捨
て
ゝ
、
清
浄
の
行
を
取
る
な
り
。 

（
同
九
四
一
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
の
確
認
は
、「
一
切
の
諸
行
を
選
び
捨
て
ゝ
、
唯
偏
に
念
仏
の
一
行
を
選
び
取
り
て
、
往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
ふ
」
と
い

う
本
願
の
根
本
性
格
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
法
然
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
勝
劣
の
義
の
確
認
を
通
し
て
、

然
れ
ば
則
ち
仏
の
名
号
の
功
徳
は
、
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
れ
た
り
。
故
に
劣
を
捨
て
勝
を
取
り
て
、
以
て
本
願
と
為
し
た
ま
ふ
か
。

 

（
同
九
四
四
頁
）

と
、「
名
号
の
功
徳
」
を
も
っ
て
衆
生
を
摂
取
す
る
こ
と
に
選
択
本
願
の
力
用
を
確
か
め
、
さ
ら
に
難
易
の
義
に
よ
る
確
認
を
通
し
て
、

故
に
知
ん
ぬ
、
念
仏
は
易
き
が
故
に
一
切
に
通
じ
、
諸
行
は
難
き
が
故
に
諸
機
に
通
ぜ
ず
。
然
れ
ば
則
ち
一
切
衆
生
を
し
て
、
平
等

に
往
生
せ
し
め
む
が
為
に
、
難
を
捨
て
易
を
取
り
て
、
本
願
と
為
し
た
ま
ふ
か
。 

（
同
）

当
に
知
る
べ
し
、
上
の
諸
行
等
を
以
て
、
本
願
と
為
し
た
ま
は
ゞ
、
往
生
を
得
る
者
は
少
な
く
、
往
生
せ
ざ
る
者
は
多
か
ら
ん
。
然

れ
ば
則
ち
弥
陀
如
来
、
法
蔵
比
丘
の
昔
、
平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ
て
、
普
く
一
切
を
摂
せ
む
が
為
に
、
造
像
起
塔
等
の
諸
行
を
以
て

往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
は
ず
、
唯
称
名
念
仏
の
一
行
を
以
て
、
其
の
本
願
と
為
し
た
ま
へ
り
。 

（
同
九
五
五
頁
）

と
述
べ
て
、
選
択
本
願
は
「
一
切
衆
生
」
を
「
平
等
に
」
摂
取
す
る
こ
と
と
、
そ
の
本
願
に
よ
る
摂
取
の
根
源
に
、「
平
等
の
慈
悲
に
催

（

）
20
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と
、
三
経
の
「
旨
帰
」
を
確
認
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
経
に
「
選
択
」
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、

　
　
『
無
量
寿
経
』
…
（
一
）
選
択
本
願
・（
二
）
選
択
讃
嘆
・（
三
）
選
択
留
教

　
　
『
観
経
』
　
　
…
（
四
）
選
択
摂
取
・（
五
）
選
択
化
讃
・（
六
）
選
択
付
属

　
　
『
阿
弥
陀
経
』
…
（
七
）
選
択
証
誠

と
い
う
七
つ
の
選
択
を
確
認
し
、
併
せ
て
『
般
舟
三
昧
経
』
に
よ
る
「
選
択
我
名
」
を
加
え
て
八
つ
の
選
択
を
示
す
。
ま
た
、
三
経
に
示

さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
は
、

　
　
弥
陀
選
択
…
（
一
）（
四
）（
八
）（
五
）

　
　
釈
迦
選
択
…
（
二
）（
三
）（
六
）

　
　
諸
仏
選
択
…
（
七
）

と
、
弥
陀
・
釈
迦
・
諸
仏
の
選
択
と
し
て
確
認
さ
れ
、
以
上
を
結
ん
で
、

然
れ
ば
則
ち
釈
迦
・
弥
陀
及
び
十
方
の
各
お
の
恒
沙
等
の
諸
仏
、
同
心
に
念
仏
の
一
行
を
選
択
し
た
ま
へ
り
。
余
行
は
爾
ら
ず
。
故

に
知
ん
ぬ
、
三
経
共
に
念
仏
を
選
び
て
以
て
宗
致
と
為
す
な
ら
く
の
み
。 

（
同
九
八
九
頁
）

と
三
経
の
「
宗
致
」
が
「
念
仏
を
選
」
ぶ
こ
と
に
あ
る
と
確
か
め
て
い
る
。

　
三
経
の
「
宗
致
」
が
念
仏
の
選
択
に
あ
る
と
い
う
こ
の
確
認
は
、
三
経
に
お
け
る
七
つ
の
選
択
の
根
本
が
、
詰
ま
る
と
こ
ろ
『
無
量
寿

経
』
の
選
択
本
願
に
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
視
点
か
ら
「
浄
土
の
三
部
経
」
を
全
十
六
章
に
配
当
し
て
構
成
さ

れ
る
『
選
択
集
』
全
体
を
と
ら
え
る
な
ら
ば
、『
選
択
集
』
の
根
本
は
選
択
本
願
を
明
ら
か
に
す
る
本
願
章
に
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
選
択
本
願
を
説
く
『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
二
経
を
包
摂
し
て
と
ら
え
る
『
選
択
集
』
一
部

の
意
図
を
確
認
で
き
よ
う
。

　
法
然
は
、「
弥
陀
如
来
、
余
行
を
以
て
往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
は
ず
、
唯
念
仏
を
以
て
往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
へ
る
」
こ
と
を
明
ら

（

）
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か
に
す
る
本
願
章
に
お
い
て
、『
無
量
寿
経
』
に
「
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
妙
土
清
浄
の
行
を
摂
取
す
」
と
示
さ
れ
る
「
摂
取
」
と
い
う

言
葉
を
、
異
訳
の
『
大
阿
弥
陀
経
』・『
平
等
覚
経
』
に
示
さ
れ
る
「
選
択
」
に
よ
っ
て
確
認
し
て
、

選
択
と
い
ふ
は
、
即
ち
是
れ
取
捨
の
義
な
り
。
謂
は
く
、
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
浄
土
の
中
に
於
て
、
人
天
の
悪
を
捨
て
、
人
天
の

善
を
取
り
、
国
土
の
醜
を
捨
て
ゝ
、
国
土
の
好
を
取
る
な
り
。『
大
阿
弥
陀
経
』
の
選
択
の
義
、
是
く
の
如
し
。『
双
卷
経
』
の
意
、

亦
選
択
の
義
有
り
。
謂
く
「
二
百
一
十
億
の
諸
仏
の
妙
土
清
浄
の
行
を
摂
取
す
」
と
云
へ
る
是
れ
な
り
。
選
択
と
摂
取
と
、
其
の
言

異
な
り
と
雖
も
、
其
の
意
、
是
れ
同
じ
。
然
れ
ば
不
清
浄
の
行
を
捨
て
ゝ
、
清
浄
の
行
を
取
る
な
り
。 

（
同
九
四
一
頁
）

と
述
べ
る
。
こ
の
確
認
は
、「
一
切
の
諸
行
を
選
び
捨
て
ゝ
、
唯
偏
に
念
仏
の
一
行
を
選
び
取
り
て
、
往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
ふ
」
と
い

う
本
願
の
根
本
性
格
を
確
認
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
法
然
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
ま
ず
勝
劣
の
義
の
確
認
を
通
し
て
、

然
れ
ば
則
ち
仏
の
名
号
の
功
徳
は
、
余
の
一
切
の
功
徳
に
勝
れ
た
り
。
故
に
劣
を
捨
て
勝
を
取
り
て
、
以
て
本
願
と
為
し
た
ま
ふ
か
。

 

（
同
九
四
四
頁
）

と
、「
名
号
の
功
徳
」
を
も
っ
て
衆
生
を
摂
取
す
る
こ
と
に
選
択
本
願
の
力
用
を
確
か
め
、
さ
ら
に
難
易
の
義
に
よ
る
確
認
を
通
し
て
、

故
に
知
ん
ぬ
、
念
仏
は
易
き
が
故
に
一
切
に
通
じ
、
諸
行
は
難
き
が
故
に
諸
機
に
通
ぜ
ず
。
然
れ
ば
則
ち
一
切
衆
生
を
し
て
、
平
等

に
往
生
せ
し
め
む
が
為
に
、
難
を
捨
て
易
を
取
り
て
、
本
願
と
為
し
た
ま
ふ
か
。 

（
同
）

当
に
知
る
べ
し
、
上
の
諸
行
等
を
以
て
、
本
願
と
為
し
た
ま
は
ゞ
、
往
生
を
得
る
者
は
少
な
く
、
往
生
せ
ざ
る
者
は
多
か
ら
ん
。
然

れ
ば
則
ち
弥
陀
如
来
、
法
蔵
比
丘
の
昔
、
平
等
の
慈
悲
に
催
さ
れ
て
、
普
く
一
切
を
摂
せ
む
が
為
に
、
造
像
起
塔
等
の
諸
行
を
以
て

往
生
の
本
願
と
為
し
た
ま
は
ず
、
唯
称
名
念
仏
の
一
行
を
以
て
、
其
の
本
願
と
為
し
た
ま
へ
り
。 

（
同
九
五
五
頁
）

と
述
べ
て
、
選
択
本
願
は
「
一
切
衆
生
」
を
「
平
等
に
」
摂
取
す
る
こ
と
と
、
そ
の
本
願
に
よ
る
摂
取
の
根
源
に
、「
平
等
の
慈
悲
に
催

（

）
20
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さ
れ
て
、
普
く
一
切
を
摂
せ
む
」
と
す
る
大
悲
心
を
確
認
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
阿
弥
陀
の
本
願
と
は
い
か
な
る
願
で
あ
る
の
か
。
法
然
は
そ
の
こ
と
を
「
選
択
」
と
い
う
一
点
に
確
認
す
る
。
そ
れ
は
経
説
を
通
し
て
、

本
願
を
し
て
本
願
た
ら
し
め
、
阿
弥
陀
仏
を
し
て
阿
弥
陀
仏
た
ら
し
め
る
根
源
を
尋
ね
、
そ
の
根
源
に
本
願
の
機
と
し
て
あ
る
自
身
と
十

方
衆
生
を
見
出
す
こ
と
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

四

　
法
然
は
浄
土
宗
独
立
の
根
拠
を
、
問
答
を
立
て
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

問
ふ
て
曰
は
く
。
華
厳
・
天
台
・
真
言
・
禅
門
・
三
論
・
法
相
の
諸
師
、
各
お
の
浄
土
の
法
門
の
章
疏
を
造
れ
り
。
何
ぞ
彼
等
の
師

に
依
ら
ず
し
て
、
唯
善
導
一
師
を
用
ふ
る
や
。
答
へ
て
曰
は
く
。
彼
等
の
諸
師
、
各
お
の
皆
、
浄
土
の
章
疏
を
造
る
と
雖
も
、
而
も

浄
土
を
以
て
宗
と
為
さ
ず
、
唯
聖
道
を
以
て
而
も
其
の
宗
と
為
す
。
故
に
彼
等
の
諸
師
に
依
ら
ざ
る
な
り
。
善
導
和
尚
は
、
偏
に
浄

土
を
以
て
、
而
も
宗
と
為
し
て
聖
道
を
以
て
宗
と
為
さ
ず
。
故
に
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
な
り
。 

（
同
九
九
〇
頁
）

法
然
は
自
ら
の
立
場
が
「
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
」
も
の
で
あ
る
と
、
は
っ
き
り
と
言
い
切
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本

願
の
根
本
性
格
を
「
選
択
」
と
い
う
一
点
に
確
か
め
、
選
択
本
願
を
説
く
『
無
量
寿
経
』
を
も
っ
て
三
経
の
経
説
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と

の
根
拠
を
、
善
導
の
ど
の
よ
う
な
視
点
に
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
次
の
言
葉
で
あ
る
。

然
る
に
娑
婆
の
化
主
、
其
の
請
に
因
る
が
故
に
、
即
ち
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
く
、
安
楽
の
能
人
は
別
意
の
弘
願
を
顕
彰
す
。
其
の

要
門
と
は
、
即
ち
此
の
『
観
経
』
の
定
散
二
門
是
れ
な
り
。
定
は
即
ち
慮
を
息
め
て
以
て
心
を
凝
ら
す
、
散
は
即
ち
悪
を
廃
し
て
以

て
善
を
修
す
。
斯
の
二
行
を
回
し
て
往
生
を
求
願
せ
よ
と
な
り
。
弘
願
と
言
ふ
は
、『
大
経
』
の
説
の
如
し
。
一
切
善
悪
の
凡
夫
、

生
を
得
る
者
は
、
皆
、
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。 

（『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
　
同
四
四
三
頁
）

11

善
導
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
玄
義
を
示
す
に
あ
た
り
、『
観
無
量
寿
経
』
を
『
無
量
寿
経
』
に
説
示
さ
れ
る
「
弘
願
」
に
よ
っ
て
確
か
め

て
い
る
。
善
導
の
『
観
経
疏
』
は
、
単
に
『
観
無
量
寿
経
』
一
経
の
釈
義
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、「
弘
願
と
言
ふ
は
、『
大
経
』
の
説
の

如
し
。」
と
言
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
『
無
量
寿
経
』
を
根
底
に
据
え
て
釈
義
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
観
無
量
寿
経
』
と
『
無
量
寿

経
』
の
二
経
の
関
わ
り
を
、「
要
門
」
と
「
弘
願
」
と
い
う
言
葉
で
確
認
し
て
い
る
。
善
導
は
「
一
切
善
悪
の
凡
夫
」
の
「
得
生
」
が

「
弘
願
」
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
こ
と
に
そ
れ
を
「
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。」
と

い
う
表
現
で
強
く
言
い
切
っ
て
い
く
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
弘
願
」
に
つ
い
て
の
確
認
は
、
本
願
を
「
選
択
」
と
い
う
言
葉
で
確
か
め
て

い
く
法
然
の
視
点
と
重
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
善
導
は
そ
の
一
方
で
、『
観
無
量
寿
経
』
に
「
浄
土
の
要

門
」
を
確
か
め
、『
観
無
量
寿
経
』
の
経
説
に
「
二
行
を
回
し
て
往
生
を
求
願
せ
よ
」
と
い
う
衆
生
へ
の
よ
び
か
け
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
こ
の
善
導
の
視
点
は
、
法
然
が
『
選
択
集
』
に
お
い
て
選
択
本
願
を
説
く
『
無
量
寿
経
』
に
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
を
包
摂

し
て
三
経
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
善
導
と
「
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
」
法
然
と
い
う
二
師
に
お

け
る
三
経
へ
の
着
眼
を
確
認
し
て
い
く
う
え
で
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
二
経
を
確
か
め
て
い
く
こ

と
と
、『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
を
通
し
て
『
無
量
寿
経
』
を
確
か
め
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
二
つ
の
方
向
の
も
と
に
、
三
経
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
課
題
が
親
鸞
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
観
阿
弥
陀
経
集
註
』
と
い
う
著
作
へ
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
凡
例
】

＊
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
現
行
字
体
を
用
い
て
示
し
、
原
漢
文
の
も
の
は
書
き
下
し
文
に
改
め
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

＊
出
典
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

　
　
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
　
翻
刻
篇
』（
大
谷
大
学
編
、
東
本
願
寺
刊
）
↓
翻
刻
篇
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さ
れ
て
、
普
く
一
切
を
摂
せ
む
」
と
す
る
大
悲
心
を
確
認
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
阿
弥
陀
の
本
願
と
は
い
か
な
る
願
で
あ
る
の
か
。
法
然
は
そ
の
こ
と
を
「
選
択
」
と
い
う
一
点
に
確
認
す
る
。
そ
れ
は
経
説
を
通
し
て
、

本
願
を
し
て
本
願
た
ら
し
め
、
阿
弥
陀
仏
を
し
て
阿
弥
陀
仏
た
ら
し
め
る
根
源
を
尋
ね
、
そ
の
根
源
に
本
願
の
機
と
し
て
あ
る
自
身
と
十

方
衆
生
を
見
出
す
こ
と
に
お
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

四

　
法
然
は
浄
土
宗
独
立
の
根
拠
を
、
問
答
を
立
て
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

問
ふ
て
曰
は
く
。
華
厳
・
天
台
・
真
言
・
禅
門
・
三
論
・
法
相
の
諸
師
、
各
お
の
浄
土
の
法
門
の
章
疏
を
造
れ
り
。
何
ぞ
彼
等
の
師

に
依
ら
ず
し
て
、
唯
善
導
一
師
を
用
ふ
る
や
。
答
へ
て
曰
は
く
。
彼
等
の
諸
師
、
各
お
の
皆
、
浄
土
の
章
疏
を
造
る
と
雖
も
、
而
も

浄
土
を
以
て
宗
と
為
さ
ず
、
唯
聖
道
を
以
て
而
も
其
の
宗
と
為
す
。
故
に
彼
等
の
諸
師
に
依
ら
ざ
る
な
り
。
善
導
和
尚
は
、
偏
に
浄

土
を
以
て
、
而
も
宗
と
為
し
て
聖
道
を
以
て
宗
と
為
さ
ず
。
故
に
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
な
り
。 

（
同
九
九
〇
頁
）

法
然
は
自
ら
の
立
場
が
「
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
」
も
の
で
あ
る
と
、
は
っ
き
り
と
言
い
切
る
の
で
あ
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
本

願
の
根
本
性
格
を
「
選
択
」
と
い
う
一
点
に
確
か
め
、
選
択
本
願
を
説
く
『
無
量
寿
経
』
を
も
っ
て
三
経
の
経
説
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と

の
根
拠
を
、
善
導
の
ど
の
よ
う
な
視
点
に
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
次
の
言
葉
で
あ
る
。

然
る
に
娑
婆
の
化
主
、
其
の
請
に
因
る
が
故
に
、
即
ち
広
く
浄
土
の
要
門
を
開
く
、
安
楽
の
能
人
は
別
意
の
弘
願
を
顕
彰
す
。
其
の

要
門
と
は
、
即
ち
此
の
『
観
経
』
の
定
散
二
門
是
れ
な
り
。
定
は
即
ち
慮
を
息
め
て
以
て
心
を
凝
ら
す
、
散
は
即
ち
悪
を
廃
し
て
以

て
善
を
修
す
。
斯
の
二
行
を
回
し
て
往
生
を
求
願
せ
よ
と
な
り
。
弘
願
と
言
ふ
は
、『
大
経
』
の
説
の
如
し
。
一
切
善
悪
の
凡
夫
、

生
を
得
る
者
は
、
皆
、
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。 

（『
観
経
疏
』「
玄
義
分
」
　
同
四
四
三
頁
）
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善
導
は
『
観
無
量
寿
経
』
の
玄
義
を
示
す
に
あ
た
り
、『
観
無
量
寿
経
』
を
『
無
量
寿
経
』
に
説
示
さ
れ
る
「
弘
願
」
に
よ
っ
て
確
か
め

て
い
る
。
善
導
の
『
観
経
疏
』
は
、
単
に
『
観
無
量
寿
経
』
一
経
の
釈
義
を
な
す
も
の
で
は
な
く
、「
弘
願
と
言
ふ
は
、『
大
経
』
の
説
の

如
し
。」
と
言
う
よ
う
に
、
あ
く
ま
で
も
『
無
量
寿
経
』
を
根
底
に
据
え
て
釈
義
す
る
も
の
で
あ
る
が
、『
観
無
量
寿
経
』
と
『
無
量
寿

経
』
の
二
経
の
関
わ
り
を
、「
要
門
」
と
「
弘
願
」
と
い
う
言
葉
で
確
認
し
て
い
る
。
善
導
は
「
一
切
善
悪
の
凡
夫
」
の
「
得
生
」
が

「
弘
願
」
に
よ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
が
、
こ
と
に
そ
れ
を
「
阿
弥
陀
仏
の
大
願
業
力
に
乗
じ
て
増
上
縁
と
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。」
と

い
う
表
現
で
強
く
言
い
切
っ
て
い
く
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
弘
願
」
に
つ
い
て
の
確
認
は
、
本
願
を
「
選
択
」
と
い
う
言
葉
で
確
か
め
て

い
く
法
然
の
視
点
と
重
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
善
導
は
そ
の
一
方
で
、『
観
無
量
寿
経
』
に
「
浄
土
の
要

門
」
を
確
か
め
、『
観
無
量
寿
経
』
の
経
説
に
「
二
行
を
回
し
て
往
生
を
求
願
せ
よ
」
と
い
う
衆
生
へ
の
よ
び
か
け
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
こ
の
善
導
の
視
点
は
、
法
然
が
『
選
択
集
』
に
お
い
て
選
択
本
願
を
説
く
『
無
量
寿
経
』
に
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
を
包
摂

し
て
三
経
を
と
ら
え
て
い
く
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
善
導
と
「
偏
に
善
導
一
師
に
依
る
」
法
然
と
い
う
二
師
に
お

け
る
三
経
へ
の
着
眼
を
確
認
し
て
い
く
う
え
で
、『
無
量
寿
経
』
に
よ
っ
て
『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
の
二
経
を
確
か
め
て
い
く
こ

と
と
、『
観
無
量
寿
経
』『
阿
弥
陀
経
』
を
通
し
て
『
無
量
寿
経
』
を
確
か
め
て
い
く
こ
と
と
、
そ
の
二
つ
の
方
向
の
も
と
に
、
三
経
の
関

係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
課
題
が
親
鸞
の
な
か
に
見
出
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
観
阿
弥
陀
経
集
註
』
と
い
う
著
作
へ
の

取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
凡
例
】

＊
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
現
行
字
体
を
用
い
て
示
し
、
原
漢
文
の
も
の
は
書
き
下
し
文
に
改
め
適
宜
句
読
点
を
付
し
た
。

＊
出
典
は
次
の
よ
う
に
略
記
し
た
。

　
　
『
顕
浄
土
真
実
教
行
証
文
類
　
翻
刻
篇
』（
大
谷
大
学
編
、
東
本
願
寺
刊
）
↓
翻
刻
篇
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『
真
宗
聖
教
全
書
』
↓
真
聖
全

　
　
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
↓
定
親
全

　
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
↓
大
正
蔵

註

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
教
相
章
（
真
聖
全
一
・
九
三
一
頁
）

親
鸞
自
筆
「
坂
東
本
」
に
は
こ
の
箇
所
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
今
、『
教
行
信
証
』
専
修
寺
蔵
写
本
、
西
本
願
寺
蔵
写
本
に
よ
る
（
翻
刻
篇
・

六
七
九
、
六
八
一
頁
参
照
）。

翻
刻
篇
・
四
六
四
頁

『
教
行
信
証
』
に
見
ら
れ
る
三
経
の
と
ら
え
方
は
、『
浄
土
和
讃
』
に
も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。『
浄
土
和
讃
』
の
「
大
経
意
二
十
二
首
」

（『
浄
土
和
讃
』
国
宝
本
・
定
親
全
二
和
讃
篇
・
三
三
頁
）
は
、『
無
量
寿
経
』
を
「
如
来
興
世
の
本
意
に
は
　
本
願
真
実
ひ
ら
き
て
ぞ
　
難
値
難

見
と
と
き
た
ま
ひ
　
猶
霊
瑞
華
と
し
め
し
け
る
」（
同
三
五
頁
）
と
い
う
和
讃
に
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
』
を
「
本
願
真
実
ひ
ら
」
く

と
い
う
点
に
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
そ
の
「
大
経
意
」
和
讃
の
第
十
二
首
に
「
臨
終
現
前
の
願
に
よ
り
　
釈
迦
は
諸
善
を
こ
と
ご
と

く
　
観
経
一
部
に
あ
ら
わ
し
て
　
定
散
諸
機
を
す
ゝ
め
け
り
」（
同
三
九
頁
）
と
讃
じ
、
ま
た
第
十
五
首
に
は
「
果
遂
の
願
に
よ
り
て
こ
そ
　
釈
迦

は
善
本
徳
本
を
　
弥
陀
経
に
あ
ら
わ
し
て
　
一
乗
の
機
を
す
ゝ
め
け
る
」（
同
四
一
頁
）
と
讃
じ
て
い
る
。「
大
経
」
に
包
摂
し
て
「
観
経
一
部
」

と
「
弥
陀
経
」
と
を
確
認
し
讃
嘆
す
る
と
こ
ろ
に
、『
教
行
信
証
』
と
軌
を
一
に
す
る
視
点
が
あ
る
。

「
方
便
化
身
土
文
類
」（
翻
刻
篇
・
四
七
九
頁
）

翻
刻
篇
・
一
五
〇
、
四
六
四
頁

翻
刻
篇
・
一
五
〇
、
四
六
四
頁

康
元
二
年
（
一
二
五
七
・
八
十
五
歳
）
に
製
作
さ
れ
た
『
三
経
往
生
文
類
』（
広
本
）
は
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
・
八
十
三
歳
）
製
作
の
『
三

経
往
生
文
類
』（
略
本
）
に
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
・
八
十
四
歳
）
製
作
の
『
如
来
二
種
回
向
文
（
往
相
回
向
還
相
回
向
文
類
）』
を
収
録
し
整

備
す
る
か
た
ち
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。

（

）
1

（

）
2

（

）
3

（

）
4

（

）
5

（

）
6

（

）
7

（

）
8

13

ま
た
三
経
観
に
関
わ
る
親
鸞
の
著
作
と
し
て
、
製
作
の
時
期
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
経
釈
要
文
（
二
尊
大
悲
本
懐
）』
と
通
称
さ
れ
る
真

蹟
が
現
存
す
る
（
定
親
全
六
所
収
）。『
経
釈
要
文
』
は
軸
装
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
六
段
に
区
切
る
形
で
文
言
が
記
さ
れ
る
。
最
上
段
に
は
源

信
『
往
生
要
集
』
に
よ
る
二
文
（
序
文
、「
我
亦
在
彼
摂
取
之
中
〜
大
悲
無
倦
常
照
我
身
」）
と
覚
運
『
念
仏
宝
号
』
に
よ
る
一
文
、
第
二
段
に
は

釈
迦
の
「
出
世
素
懐
」
を
確
か
め
る
四
言
十
二
句
、
第
三
段
に
は
第
二
段
の
句
の
註
、
第
四
段
に
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
建
立
を
確
か
め
る
四
言
十

二
句
、
第
五
段
に
は
第
四
段
の
句
の
註
、
第
六
段
に
は
『
無
量
寿
経
』
発
起
序
の
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
経
釈
要
文
』
の
特
徴
の
い
く
つ
か
を
指
摘
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
）『
無
量
寿
経
』
発
起
序
の
文
が
抜
き
書
き
さ
れ
て
い
る
。

（
二
）
釈
迦
の
「
出
世
の
素
懐
」
を
「
唯
弥
陀
大
悲
の
誓
願
を
説
き
た
ま
ふ
」
と
確
認
し
、「
一
切
を
度
せ
む
が
為
に
三
部
を
演
説
し
た
ま
へ
り
　

浄
土
を
顕
さ
む
が
為
に
三
往
生
を
開
け
り
」
と
記
し
、
三
経
と
三
往
生
と
が
示
さ
れ
る
が
、
相
互
の
関
係
は
直
接
に
は
示
さ
れ
な
い
。

（
三
）
阿
弥
陀
を
「
久
遠
正
覚
　
阿
弥
陀
仏
」
と
示
し
、「
六
八
の
選
択
悲
願
を
建
立
せ
り
　
其
の
中
の
三
願
は
一
切
を
引
摂
し
た
ま
ふ
」
と
記

し
、
註
記
に
よ
っ
て
そ
の
三
願
が
第
十
一
願
、
第
十
八
願
、
第
十
九
願
と
示
さ
れ
る
が
、『
教
行
信
証
』
に
お
い
て
三
経
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
三
願

と
は
異
な
っ
て
い
る
。

（
四
）
釈
迦
の
成
道
が
「
成
等
正
覚
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
、「
成
等
正
覚
者
住
正
定
聚
必
至
滅
度
　
次
如
弥
勒
也
」
と
註
記
さ
れ
る
。

（
五
）
源
信
の
文
と
並
べ
て
記
さ
れ
る
覚
運
『
念
仏
宝
号
』
の
文
は
、
現
存
す
る
親
鸞
の
他
の
著
作
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に

示
さ
れ
る
釈
迦
と
弥
陀
と
の
関
係
は
、（
三
）
に
挙
げ
た
阿
弥
陀
の
確
認
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
『
浄
土
和
讃
』
諸
経
意
の
第
二
首
に
通
じ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

『
経
釈
要
文
』
は
、
そ
の
全
体
の
印
象
と
し
て
は
『
教
行
信
証
』
に
先
立
つ
成
立
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
成
立
時
期
の
問
題
や
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

真
聖
全
一
・
二
八
二
頁

同
三
三
九
頁

同
二
九
二
頁

「「
無
量
寿
是
安
楽
」
と
等
は
、
論
の
名
義
を
解
す
。「
王
舎
城
及
び
舎
衞
に
在
り
て
」
と
は
、
具
さ
に
三
経
の
説
処
を
挙
ぐ
ら
く
の
み
。
此
の

（

）
9

（

）
10

（

）
11

（

）
12
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『
真
宗
聖
教
全
書
』
↓
真
聖
全

　
　
『
定
本
親
鸞
聖
人
全
集
』
↓
定
親
全

　
　
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
↓
大
正
蔵

註

『
選
択
本
願
念
仏
集
』
教
相
章
（
真
聖
全
一
・
九
三
一
頁
）

親
鸞
自
筆
「
坂
東
本
」
に
は
こ
の
箇
所
は
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
今
、『
教
行
信
証
』
専
修
寺
蔵
写
本
、
西
本
願
寺
蔵
写
本
に
よ
る
（
翻
刻
篇
・

六
七
九
、
六
八
一
頁
参
照
）。

翻
刻
篇
・
四
六
四
頁

『
教
行
信
証
』
に
見
ら
れ
る
三
経
の
と
ら
え
方
は
、『
浄
土
和
讃
』
に
も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
る
。『
浄
土
和
讃
』
の
「
大
経
意
二
十
二
首
」

（『
浄
土
和
讃
』
国
宝
本
・
定
親
全
二
和
讃
篇
・
三
三
頁
）
は
、『
無
量
寿
経
』
を
「
如
来
興
世
の
本
意
に
は
　
本
願
真
実
ひ
ら
き
て
ぞ
　
難
値
難

見
と
と
き
た
ま
ひ
　
猶
霊
瑞
華
と
し
め
し
け
る
」（
同
三
五
頁
）
と
い
う
和
讃
に
う
た
わ
れ
る
よ
う
に
、『
無
量
寿
経
』
を
「
本
願
真
実
ひ
ら
」
く

と
い
う
点
に
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
親
鸞
は
そ
の
「
大
経
意
」
和
讃
の
第
十
二
首
に
「
臨
終
現
前
の
願
に
よ
り
　
釈
迦
は
諸
善
を
こ
と
ご
と

く
　
観
経
一
部
に
あ
ら
わ
し
て
　
定
散
諸
機
を
す
ゝ
め
け
り
」（
同
三
九
頁
）
と
讃
じ
、
ま
た
第
十
五
首
に
は
「
果
遂
の
願
に
よ
り
て
こ
そ
　
釈
迦

は
善
本
徳
本
を
　
弥
陀
経
に
あ
ら
わ
し
て
　
一
乗
の
機
を
す
ゝ
め
け
る
」（
同
四
一
頁
）
と
讃
じ
て
い
る
。「
大
経
」
に
包
摂
し
て
「
観
経
一
部
」

と
「
弥
陀
経
」
と
を
確
認
し
讃
嘆
す
る
と
こ
ろ
に
、『
教
行
信
証
』
と
軌
を
一
に
す
る
視
点
が
あ
る
。

「
方
便
化
身
土
文
類
」（
翻
刻
篇
・
四
七
九
頁
）

翻
刻
篇
・
一
五
〇
、
四
六
四
頁

翻
刻
篇
・
一
五
〇
、
四
六
四
頁

康
元
二
年
（
一
二
五
七
・
八
十
五
歳
）
に
製
作
さ
れ
た
『
三
経
往
生
文
類
』（
広
本
）
は
、
建
長
七
年
（
一
二
五
五
・
八
十
三
歳
）
製
作
の
『
三

経
往
生
文
類
』（
略
本
）
に
、
康
元
元
年
（
一
二
五
六
・
八
十
四
歳
）
製
作
の
『
如
来
二
種
回
向
文
（
往
相
回
向
還
相
回
向
文
類
）』
を
収
録
し
整

備
す
る
か
た
ち
で
製
作
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
三
経
観
に
関
わ
る
親
鸞
の
著
作
と
し
て
、
製
作
の
時
期
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
経
釈
要
文
（
二
尊
大
悲
本
懐
）』
と
通
称
さ
れ
る
真

蹟
が
現
存
す
る
（
定
親
全
六
所
収
）。『
経
釈
要
文
』
は
軸
装
さ
れ
て
い
る
が
、
全
体
を
六
段
に
区
切
る
形
で
文
言
が
記
さ
れ
る
。
最
上
段
に
は
源

信
『
往
生
要
集
』
に
よ
る
二
文
（
序
文
、「
我
亦
在
彼
摂
取
之
中
〜
大
悲
無
倦
常
照
我
身
」）
と
覚
運
『
念
仏
宝
号
』
に
よ
る
一
文
、
第
二
段
に
は

釈
迦
の
「
出
世
素
懐
」
を
確
か
め
る
四
言
十
二
句
、
第
三
段
に
は
第
二
段
の
句
の
註
、
第
四
段
に
は
阿
弥
陀
仏
の
本
願
建
立
を
確
か
め
る
四
言
十

二
句
、
第
五
段
に
は
第
四
段
の
句
の
註
、
第
六
段
に
は
『
無
量
寿
経
』
発
起
序
の
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
『
経
釈
要
文
』
の
特
徴
の
い
く
つ
か
を
指
摘
す
れ
ば
、
お
お
よ
そ
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下
の
通
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で
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る
。

（
一
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。

（
二
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懐
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陀
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願
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」
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一
切
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為
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三
部
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ま
へ
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浄
土
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顕
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為
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三
往
生
を
開
け
り
」
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記
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、
三
経
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三
往
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さ
れ
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が
、
相
互
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関
係
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い
。

（
三
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仏
」
と
示
し
、「
六
八
の
選
択
悲
願
を
建
立
せ
り
　
其
の
中
の
三
願
は
一
切
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摂
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ふ
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記

し
、
註
記
に
よ
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三
願
が
第
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一
願
、
第
十
八
願
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第
十
九
願
と
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さ
れ
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が
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教
行
信
証
』
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三
経
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位
置
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ら
れ
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三
願
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な
っ
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る
。
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五
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運
『
念
仏
宝
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』
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現
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の
他
の
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作
に
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見
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れ
な
い
も
の
で
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る
が
、
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に

示
さ
れ
る
釈
迦
と
弥
陀
と
の
関
係
は
、（
三
）
に
挙
げ
た
阿
弥
陀
の
確
認
に
重
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
『
浄
土
和
讃
』
諸
経
意
の
第
二
首
に
通
じ

て
い
く
も
の
で
あ
る
。

『
経
釈
要
文
』
は
、
そ
の
全
体
の
印
象
と
し
て
は
『
教
行
信
証
』
に
先
立
つ
成
立
の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
成
立
時
期
の
問
題
や
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
機
会
を
改
め
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

真
聖
全
一
・
二
八
二
頁

同
三
三
九
頁

同
二
九
二
頁

「「
無
量
寿
是
安
楽
」
と
等
は
、
論
の
名
義
を
解
す
。「
王
舎
城
及
び
舎
衞
に
在
り
て
」
と
は
、
具
さ
に
三
経
の
説
処
を
挙
ぐ
ら
く
の
み
。
此
の
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文
に
依
り
て
は
、
鸞
師
の
意
、
今
此
の
論
を
以
て
、
以
て
三
部
通
申
の
論
と
為
す
。
義
寂
・
宗
暁
、
同
じ
く
三
部
通
申
の
義
に
依
る
。
智
昇
・
智

光
、
共
に
『
大
経
』
別
申
の
義
を
存
す
。」（『
六
要
鈔
』
　
真
聖
全
二
・
二
四
〇
頁
）

「
無
量
寿
大
経
」（
真
聖
全
一
・
三
八
〇
、
四
〇
二
頁
等
）、「
大
経
」（
同
三
八
五
頁
等
）

同
四
三
四
頁

「
諸
教
所
讃
多
在
弥
陀
」（
湛
然
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
巻
第
二
之
一
、
大
正
蔵
四
六
・
一
八
二
頁
）

真
聖
全
一
・
四
一
〇
頁

『
選
択
集
』
教
相
章
（
同
・
九
二
九
頁
）

法
然
に
よ
る
「
三
経
一
論
」、
あ
る
い
は
「
浄
土
の
三
部
経
」
の
位
置
づ
け
は
、
後
に
掲
げ
る
源
信
『
往
生
要
集
』
大
門
第
三
・
極
楽
証
拠
門
の

文
と
の
関
わ
り
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
方
で
一
代
仏
教
に
お
け
る
「
往
生
極
楽
の
教
行
」
の
位
置
を
確
か
め
る
と
い
う

『
往
生
要
集
』
自
体
の
課
題
と
も
相
ま
っ
て
、
極
楽
証
拠
門
に
示
さ
れ
る
諸
経
・
諸
論
は
、「
諸
教
の
讃
ず
る
所
、
多
く
弥
陀
に
在
り
」
と
い
う
と

ら
え
方
に
止
ま
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
大
門
第
三
に
、
極
楽
の
証
拠
を
明
さ
ば
二
有
り
。
一
に
は
十
方
に
対
し
、
二
に
は
兜
率
に
対
す
。
初
に
十
方
に
対
す
と
は
、
問
ふ
。
十
方
に

浄
土
有
り
、
何
ぞ
唯
極
楽
に
の
み
生
ぜ
ん
と
願
ふ
や
。
答
ふ
。
天
台
大
師
云
は
く
。「
諸
の
経
論
は
、
処
処
に
唯
衆
生
を
勧
め
て
、
偏
に
阿
弥
陀
仏

を
念
じ
、
西
方
極
楽
世
界
を
求
め
し
め
た
り
。『
無
量
寿
経
』・『
観
経
』・『
往
生
論
』
等
の
、
数
十
部
の
経
論
の
文
は
、
慇
懃
に
指
授
し
て
西
方
に

生
ま
れ
ん
こ
と
を
勧
め
た
り
。
是
こ
を
以
て
偏
に
念
ず
る
な
り
。」
已
上
　
大
師
、
一
切
の
経
論
を
披
閲
し
た
ま
へ
る
こ
と
、
凡
そ
十
五
遍
な
り
。

応
に
知
る
べ
し
、
述
ぶ
る
所
、
信
ぜ
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
迦
才
師
の
三
巻
の
『
浄
土
論
』
に
は
十
二
経
・
七
論
を
引
け
り
。
一
に
は
『
無
量
寿

経
』、
二
に
は
『
観
経
』、
三
に
は
『
小
阿
弥
陀
経
』、
四
に
は
『
鼓
音
声
経
』、
五
に
は
『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』、
十
一
に
は
『
大
阿
弥
陀
経
』、
十

二
に
は
『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
な
り
。〈
已
上
『
双
巻
無
量
寿
経
』『
清
浄
覚
経
』『
大
阿
弥
陀
経
』
同
本
異
訳
な
り
。〉
　
一
に
は
『
往
生
論
』、

二
に
は
『
起
信
論
』
三
に
は
『
十
住
毘
婆
沙
論
』、
四
に
は
一
切
経
中
の
『
弥
陀
偈
』、
五
に
は
『
宝
性
論
』、
六
に
は
龍
樹
の
『
十
二
礼
偈
』、
七

に
は
『
摂
大
乗
論
』
の
弥
陀
偈
な
り
。〈
已
上
智
憬
師
、
之
に
同
じ
〉
私
に
加
へ
て
云
く
。『
法
華
経
』
の
薬
王
品
・『
四
十
華
厳
経
』
の
普
賢
願
・

『
目
連
所
問
経
』・『
三
千
仏
名
経
』・『
無
字
宝
篋
経
』・『
千
手
陀
羅
尼
経
』・『
十
一
面
経
』・『
不
空
羂
索
』・『
如
意
輪
』・『
随
求
』・『
尊
勝
』・

『
無
垢
浄
光
』・『
光
明
』・『
阿
弥
陀
』
等
の
諸
の
顕
密
の
教
の
中
に
、
専
ら
極
楽
を
勧
む
る
こ
と
称
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
故
に
偏
に
願
求
す
る
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）
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な
り
。」（
同
七
七
四
頁
）

同
九
四
〇
頁

同
九
四
三
頁
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文
に
依
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は
、
鸞
師
の
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、
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此
の
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、
以
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通
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。
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宗
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、
同
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通
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の
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に
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る
。
智
昇
・
智

光
、
共
に
『
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経
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「
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る
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一
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る
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は
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」
の
位
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け
は
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掲
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・
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の
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と
の
関
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ば
指
摘
さ
れ
て
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し
か
し
、
一
方
で
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に
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る
「
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行
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の
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置
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と
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』
自
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の
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題
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も
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て
、
極
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に
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る
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・
諸
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、「
諸
教
の
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る
所
、
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く
弥
陀
に
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り
」
と
い
う
と
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え
方
に
止
ま
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
大
門
第
三
に
、
極
楽
の
証
拠
を
明
さ
ば
二
有
り
。
一
に
は
十
方
に
対
し
、
二
に
は
兜
率
に
対
す
。
初
に
十
方
に
対
す
と
は
、
問
ふ
。
十
方
に

浄
土
有
り
、
何
ぞ
唯
極
楽
に
の
み
生
ぜ
ん
と
願
ふ
や
。
答
ふ
。
天
台
大
師
云
は
く
。「
諸
の
経
論
は
、
処
処
に
唯
衆
生
を
勧
め
て
、
偏
に
阿
弥
陀
仏

を
念
じ
、
西
方
極
楽
世
界
を
求
め
し
め
た
り
。『
無
量
寿
経
』・『
観
経
』・『
往
生
論
』
等
の
、
数
十
部
の
経
論
の
文
は
、
慇
懃
に
指
授
し
て
西
方
に

生
ま
れ
ん
こ
と
を
勧
め
た
り
。
是
こ
を
以
て
偏
に
念
ず
る
な
り
。」
已
上
　
大
師
、
一
切
の
経
論
を
披
閲
し
た
ま
へ
る
こ
と
、
凡
そ
十
五
遍
な
り
。

応
に
知
る
べ
し
、
述
ぶ
る
所
、
信
ぜ
ず
ば
あ
る
べ
か
ら
ず
。
迦
才
師
の
三
巻
の
『
浄
土
論
』
に
は
十
二
経
・
七
論
を
引
け
り
。
一
に
は
『
無
量
寿

経
』、
二
に
は
『
観
経
』、
三
に
は
『
小
阿
弥
陀
経
』、
四
に
は
『
鼓
音
声
経
』、
五
に
は
『
称
揚
諸
仏
功
徳
経
』、
十
一
に
は
『
大
阿
弥
陀
経
』、
十

二
に
は
『
無
量
清
浄
平
等
覚
経
』
な
り
。〈
已
上
『
双
巻
無
量
寿
経
』『
清
浄
覚
経
』『
大
阿
弥
陀
経
』
同
本
異
訳
な
り
。〉
　
一
に
は
『
往
生
論
』、

二
に
は
『
起
信
論
』
三
に
は
『
十
住
毘
婆
沙
論
』、
四
に
は
一
切
経
中
の
『
弥
陀
偈
』、
五
に
は
『
宝
性
論
』、
六
に
は
龍
樹
の
『
十
二
礼
偈
』、
七

に
は
『
摂
大
乗
論
』
の
弥
陀
偈
な
り
。〈
已
上
智
憬
師
、
之
に
同
じ
〉
私
に
加
へ
て
云
く
。『
法
華
経
』
の
薬
王
品
・『
四
十
華
厳
経
』
の
普
賢
願
・

『
目
連
所
問
経
』・『
三
千
仏
名
経
』・『
無
字
宝
篋
経
』・『
千
手
陀
羅
尼
経
』・『
十
一
面
経
』・『
不
空
羂
索
』・『
如
意
輪
』・『
随
求
』・『
尊
勝
』・

『
無
垢
浄
光
』・『
光
明
』・『
阿
弥
陀
』
等
の
諸
の
顕
密
の
教
の
中
に
、
専
ら
極
楽
を
勧
む
る
こ
と
称
げ
て
計
ふ
べ
か
ら
ず
。
故
に
偏
に
願
求
す
る
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な
り
。」（
同
七
七
四
頁
）

同
九
四
〇
頁

同
九
四
三
頁
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